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１．検討の進め方 

 第３回の戦略の枠組み 

①安全・快適な通りや空間

などの戦略 

②物販・飲食・サービス

等の業種・業態の戦略 

⑤文化・エンタテイメン

トの戦略 

⑥交通処理の戦略 

⑦まちなみや景観の戦

略 

⑧湘南らしさ、藤沢駅周辺商

業地らしさの戦略 

第３回藤沢駅南北まちづくり市民検討部会の意見 

・歩行者動線の強化ルート（回遊軸）を決めていく必要がある。

・大規模敷地や共同化する建物の敷地内、セットバックなどに

よりオープンカフェなどのためのオープンスペースを確保して

いくことが必要である。 

・地元の感覚でオープンカフェの位置を決めて、回遊軸と組み

合わせていくことが必要である。 

・フリンジパーキングの積極的な導入は現実的ではないが、既

存の駐車場を総合的に運用する検討が必要である。 

・行動力のあるまちづくり組織が必要で、自由が丘のエリアマネ

ジメント組織について研究する必要がある。 

・全体像の検討を進めることは必要だが、平行してプロジェクト

を立ち上げて進めると全体像にリアリティが出る。 

・どのように進めていくかのスケジュールが必要である。 

・戦略１を中心に絞り込むのは良いが、戦略３，４が戦略８を下

支えする形で表示しておく必要がある。 

第３回藤沢駅南北まちづくり市民検討部会意見への対応方針 

・全体像（構想案）策定に向けた、戦略ごとのイメージ展開 

・イメージ展開にあわせた地区の状況の把握 

・構想検討案の作成と、段階整備方針の検討 

 

戦略１ 安全快適な通りや空間などの戦略 

商業地の回遊を可能にするために、どのように既存の回

遊拠点や回遊軸を活用し、また、新たな整備を行うか 

戦略２ 物販・飲食・サービス等の業種・業態の戦略 

戦略５ 文化・エンタテイメントの戦略 

回遊を誘発するために、目的地となる商業施設や特色

ある商業集積、文化施設等をどのように活用していくか 

戦略６ 交通処理の戦略 

回遊性を誘発するために、公共交通機関をどのように

活用するか、駐車場などをどう活用していくか 

戦略８ 湘南らしさ、藤沢駅周辺商業地らしさの戦略 

回遊性を維持し、商業地を活性化するためにどのように

エリアマネジメントを進めていくか 

戦略７ まちなみや景観の戦略 

戦略３ 住機能の戦略 

戦略４ コミュニティライフの戦略 

上記にあわせてどのようにまちづくりを支援していくか 

構想検討のためのイメージ展開 

 

・歩行者空間の整備状況 

・歩行者交通量の状況 

・集客施設の分布状況（含む計画） 

・駐車場・駐輪場の整備状況（含む計画） 

 

イメージに対応した地区の状況（資料編）

回 遊 拠 点 ・ 回

遊軸整備方針 

集客拠点配置

方針 

交通施設整備

方針 

 第４回の戦略の枠組み

①安全・快適な通りや空間

などの戦略 

②物販・飲食・サービス

等の業種・業態の戦略 

⑤文化・エンタテイメン

トの戦略 

⑥交通処理の戦略 

⑦まちなみや景観の戦

略 

⑧湘南らしさ、藤沢駅周辺商

業地らしさの戦略 

③住機能の戦略 

④コミュニティライフの

戦略 

・公共公益サービスの配置、鉄道３線の交通結節機能をどう活かしていくか、広域からの観点も忘れないで欲しい。 

・人や車の流れをどうさばくのかと、どういう機能をどう配置するかが２つの大きな柱だと思うので戦略６が重要。 

・前の委員会では来街者の視点が目線が欠けているという指摘があったが、市民検討部会では検討されたのか。 

・ロハスな生活というのは、どういうことが駅の周りで実現できるのかというイメージをふくらませないと戦略には無理がある。今後工夫してほしい。ロハスは日本人にはよくわかっていない。 

第３回藤沢駅周辺地区再整備構想検討委員会の意見 
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戦略１ 安全快適な通りや空間などの戦略 

 まちなか回遊拠点の創出 

・ビルの建替え時のセミパブリックス

ペースの創出やセットバックなど

により、まちなかに歩行者が寛

ぎ、交流できる拠点をつくります。 

回遊軸の改善 

・回遊拠点を連携し、安全・快適に回

遊が行える歩行者・自転車軸を、既

存の歩道空間や民地のセットバック

空間などを活用して充実していきま

す。 

【回遊拠点・回遊軸整備方針】 

２．構想検討のためのイメージ展開 

■駅周辺の歩行者空間改善の方向性（案） 

■回遊軸となりうる既存歩行者ネットワーク 

■まちなか回遊拠点となりうる民有地空間例 

自由が丘 自由が丘 自由が丘 

渋谷モヤイ像前 赤坂サカス 横浜ベイクオーター 

昇降機の充実 

動線の改善・充実 

バリアフリー化の推進 

JR 藤沢駅 

小田急藤沢駅 

きつい勾配 

少ない昇降機 動線の錯綜 

老朽化 

修景施設陳腐化 

少ない昇降機 

小田急 
乗換え 

JR 乗換え 

地下通路 

デッキ 

昇降機 

現在の南北動線の状況 

江ノ電藤沢駅 

江ノ電 
乗換え 

JR 藤沢駅 

小田急藤沢駅 

江ノ電藤沢駅 

駅改札前ｿﾞｰﾝの改善 

回遊拠点の改善 

回遊拠点の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡   例 

 歩道 
 

 歩行者空間（2階レベル）
 

 地下通路 

 計画道路 

コアゾーン・サポートゾーン 

JR 

小田急 

江ノ電 

駅改札前ゾーンの改善 

・各鉄道駅から本地区に最初に

降り立つ場所に、鉄道側と協調

しながら、イベント、展示、情報

提供等を行えるゆとりある歩行

者空間を配置することにより、

来街者に本地区を印象づけ、

回遊を誘導する拠点とします。 

南北回遊拠点の改善 

・駅改札前ゾーンから発して、南

北それぞれの地区の回遊を開

始する場所にある回遊拠点（デ

ッキ、駅前広場）を改善するこ

とにより、南北の一体感の醸

成、交通結節機能の改善、回

遊の動機付けを行います。 

南北動線の改善 

・現在の南北動線（デッキレベル、地

下レベル）は、老朽化、きつい勾

配、昇降機の少なさが問題であると

ともに、コンコースでの歩行者交通

の錯綜などにより混雑しています。 

・南北動線のバリアフリーや、ネットワ

ークの充実等により流動性の向上を

図ります。 

駅改札前ｿﾞｰﾝの改善 
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戦略２ 物販・飲食・サービス等の業種・業態の戦略 

戦略５ 文化・エンタテイメントの戦略 

 

 

【集客拠点配置方針】 

特色ある集客拠点の配置 

・コアゾーン、サポートゾーンに回遊を生み出す

ためには、回遊拠点や軸と合わせて、回遊の

目的地となる集客拠点が必要であり、本地区

の大型の商業施設や文化施設などを集客施

設として活用していきます。 

・また、音楽関連施設や旧映画館などアート関

係の施設が集まっている場所などを資源に、

特色を生み出せる場所を集客拠点として充実

し、配置していきます。 

音楽ホール 

旧映画館 

大型商業施設 

市役所 

音楽専門学校 

ホテル 

FM 放送局 

コアゾーン・サポートゾーン 

JR 

小田急 

江ノ電 
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戦略６ 交通処理の戦略 

 

 

 

【交通施設整備方針】 

自動車・自転車利用者対応 

・地区内での歩行者空間の安全性・快適性を実現するために、地区の周辺に配置された

既存の駐車場を活用していきます。 

・自転車駐車場については、住宅用、商業用について付置義務やマナー向上などを中心

に対応をしていきます。 

戦略８ 湘南らしさ、藤沢駅周辺商業地らしさ

の戦略 

 

 

 

 

 

 

【参考】J－SPIRIT ヒアリング結果 

・タウンマネジメントのきっかけは、都心や周辺の

商業地に買い物客が流れてしまうという危機

感から。 

・最初にまちの診断を行って約65項目の実施項目、

改善項目をあげて、順次やっていくことにしている。

・運営の財源はカード事業からの収益で行い、

ハード整備は交付金などを活用している。 

・周辺の商業地にも自由が丘のようなタウンマネ

ジメントを勧めているが、主体的にやる人がいな

いところはなかなか実現できない。 

・ほとんどの活動は手づくりでやっていて、例えば

イベントの専門家に頼んだりはしない。 

・うまくタウンマネジメントを進めていくためには、

組織の中で忌憚なく意見を言い合える場が必

要。 

エリアマネジメントの必要性 

・まちづくりを推進し、まちを維持・管理していく

ためには、まちの人が主体的に参加し、活動

していくタウンマネジメント組織を立上げ、先行

プロジェクトに着手していきます。 

戦略７ まちなみや景観の戦略 

・エリアマネジメントの一環として、本地区の特色を生

み出せるまちなみ、景観を創出します。 

戦略３ 住機能の戦略 

・商業地を支え、活気を生み出す人の定着を図る

ため、住機能の維持、充実を図るとともに、商業地

の一体感が喪失しないように低層部への特色ある

商業機能の配置を誘導します。 

戦略４ コミュニティライフの戦略 

・住機能の配置にあわせて、コミュニティインフラ

（保育所、託児所、老人介護施設など）を充実し

ていきます。 

 

駅利用者のまちなかへの誘導 

・藤沢駅の乗降客数は３社合わせて一日約38 万人といわれており、これらの人々をまちな

かに誘導するとともに、藤沢駅を通過している多くの人々をまちなかに引き込むために、ま

ち全体の魅力の向上を図っていきます。 

・バスで藤沢駅に集散する人々についても、単に鉄道との乗換えだけではなく、まちなかに

引き出す魅力づくりを進めます。 

道路の性格付け 

・コアゾーン、サポートゾー

ンでの円滑な自動車交

通処理を行うために、公

共交通等の駅へのアクセ

ス、駐車場利用等を勘

案して、自動車交通処理

を主体とする路線を位置

づけ、歩行者が主体とな

るネットワークを性格づけ

ます。 

広域幹線道路 

地区幹線道路 

歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ 

藤沢市の商業地の駐車場は比

較的商業地周辺部に大型の駐

車場があり、これらを総合的に

運用することにより歩行者が、

商業地内で安全・快適に過ごせ

るようにしていきます。 

比較的規模の大き

い駐車場の集積地 

コアゾーン・サポートゾーン 

JR 

小田急 

江ノ電 


